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1.はじめに

2.建物概要

3.改修計画

所在地 ：三重県度会郡度会町
建物用途：住宅
建物階数：2階建て
建物構造：伝統的構法
築年数 ：昭和8年
柱脚部 ：石場建て
屋根 ：瓦葺（葺き土有）
壁 ：土塗り壁

【鉄筋コンクリート(RC)とは】
どの構造種別においても

必要不可欠な建築材料である
（例）木造建物の基礎部

【近年】
RCを構成する骨材が不足し
骨材の取引価格が上昇している

建物基礎の一部のみを
RC基礎とし、その部分にのみ
高い壁倍率の耐力壁を配置して
耐震コアとする工法が注目

耐震改修工事が必要な築年数の古い伝統的木造建物を対象に、
耐震コアを用いた耐震補強の有効性を検討する

新たに建て増しする部分の基礎
→RC基礎を打設

1階耐力壁の一部
→「高壁倍率5.0のMNパネル＋RC基礎」からなる
耐震コアを配置

建物すべての土台下にRC基礎を配置するより
RCの使用量が48.2％減少する

・一般診断法及び精密診断法による耐震診断を実施する
・限界耐力計算を用いて対象建物の復元力特性を算出し、
地震時の応答変形角を求める

ʬ耐震補強方法ʭ

一般診断法計算結果（改修後）

・耐力壁（土塗り壁）が全体的に少ない
・一般診断法（方法2）による上部構造標点は、最大でも0.19

耐震補強の必要性が確認された



5.まとめ
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ʬ一般診断法・精密診断法ʭ

一般診断法計算結果（改修後） 精密診断法計算結果（改修後）

前提条件
・耐震診断は、一般診断法（方法2）及び精密診断法1（方法2）を用いる
・壁の耐力と剛性の計算

1階部分でRC基礎を新設しない箇所：低減する
RC基礎を新設した箇所：必要に応じて低減する

・床は火打ちを入れているため、床仕様Ⅱとして低減係数を求める

復元力特性（⾧手方向） 復元力特性（短手方向）

ʬ限界耐力計算ʭ

設計クライテリア 稀に発生する地震に対する最大応答変形角 ：1/120rad以下
極めて稀に発生する地震に対する最大応答変形角：1/15rad以下

1階部分に関して、⾧手及び短手方向において上部構造標点は
1.0より低い値が算出された。2階部分に関しても⾧手及び短
手方向において上部構造標点は1.0より低い値が算出された。

短手方向における最大応答値は稀に発生する地震に対して
1/204.8rad、極めて稀に発生する地震に対して1/18.8radと
設計のクライテリアを満足した。

⾧手方向における最大応答値は稀に発生する地震に対して
1/195.5rad、極めて稀に発生する地震に対して1/17.5radと
設計のクライテリアを満足した。

一般診断法及び精密診断法による耐震診断では、
2階の上部構造標点を満足することが出来なかったが、

限界耐力計算を用いることで耐震コアを用いた耐震補強の有効性が確認できた。

・高壁倍率＋RC基礎からなる耐震コアを用いた伝統的木造建物の耐震補強の有効性を検討した
・耐震コアは補強後の対象建物に大きな耐震性能を与えていることが一般診断法及び精密診断法の耐震診断、
限界耐力計算を用いた復元力特性による地震時の応答変形角によって確認できた
・RC使用量を低減できることを確認できた

1階部分に関して、⾧手及び短手方向において上部構造標点は
1.0より高い値が算出された。2階部分に関しても⾧手及び短
手方向において上部構造標点は1.0より低い値が算出され、耐
震コアを用いた耐震補強の有効性が確認できなかった。


